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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成を、サービング基地局から、受信することと、
　現在のパワーヘッドルームが前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの
、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定することと、
　前記サービング基地局に前記現在のパワーヘッドルームを報告することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記現在のパワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調お
よび符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメン
ト構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハンスドパ
ワーヘッドルームを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え、前記複
数の構成グループの各々は、前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの１
つまたは複数を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の構成グループは、異なるタイマー、異なるエンハンスドパワーヘッドルーム
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報告トリガしきい値、異なる報告期間、およびエンハンスドパワーヘッドルーム報告のた
めのイネーブルインジケータのうちの少なくとも１つを有する構成グループを備える、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成のうちの少なくとも１つに少なく
とも部分的に基づいて前記複数の構成グループのうちの少なくとも１つのためのエンハン
スドパワーヘッドルーム報告を無効にすることをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、前記複数のエンハンスドパワーヘッ
ドルーム領域のうちの少なくとも１つに関わる測定パスロスの変化に関連付けられたパワ
ーヘッドルーム報告トリガを無効にする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成に少なくとも部分的に基づいてエンハン
スドパワーヘッドルーム領域内のパワーヘッドルーム報告を無効にすることをさらに備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成を、サービング基地局から、受信するための手段と、
　現在のパワーヘッドルームが前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの
、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定するための手
段と、
　前記サービング基地局に前記現在のパワーヘッドルームを報告するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記現在のパワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調お
よび符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメン
ト構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハンスドパ
ワーヘッドルームを備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え、前記複
数の構成グループの各々は、前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの１
つまたは複数を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記複数の構成グループは、異なるタイマー、異なるエンハンスドパワーヘッドルーム
報告トリガしきい値、異なる報告期間、およびエンハンスドパワーヘッドルーム報告のた
めのイネーブルインジケータのうちの少なくとも１つを有する構成グループを備える、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成のうちの少なくとも１つに少なく
とも部分的に基づいて前記複数の構成グループのうちの少なくとも１つのためのエンハン
スドパワーヘッドルーム報告を無効にするための手段をさらに備える、請求項１０に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、前記複数のエンハンスドパワーヘッ
ドルーム領域のうちの少なくとも１つに関わる測定パスロスの変化に関連付けられたパワ
ーヘッドルーム報告トリガを無効にする、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成に少なくとも部分的に基づいてエンハン
スドパワーヘッドルーム領域内のパワーヘッドルーム報告を無効にするための手段をさら
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に備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されたとき、請求項１～請求項７のうちのいずれかに記載の方法
を実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１６年６月３０日に出願された「Power Headroom Reporting for
 Low Cost Machine Type Communication」と題する、Vajapeyam他による米国特許出願第
１５／１９９，６１９号、および２０１５年７月１０日に出願された「Power Headroom R
eporting for Low Cost MTC」と題する、Vajapeyam他による米国仮特許出願第６２／１９
１，２６５号の優先権を主張し、これらの各々は、本譲受人に譲渡されている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、例えば、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、マシン
タイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのための閉ループアップリンクパワー制御に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、映像、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのようなさまざまなタイプの通信コンテンツを提供するために広く
展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周
波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数の基地局を含み得、各々
が、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られている複数の通信デバイスのための通信を同時
にサポートする。基地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信のために）ダウンリンク
チャネルおよび（例えば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリンクチャネル上で
ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]　いくつかの場合では、ＵＥ、例えば、低コストまたは低複雑度（low-complexi
ty）のＭＴＣデバイスは、周波数範囲またはリンクバジェット（link budget）において
制約を有し得る。さまざまなカバレッジエンハンスメント技術が、ダウンリンクまたはア
ップリンク送信の反復を含むＭＴＣデバイスとの通信を向上させるために使用され得る。
カバレッジエンハンスメント技術のためのパワー制御を採用することは、課題を呈し得る
。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　ＭＴＣデバイスのためのエンハンスドパワーヘッドルーム報告（ｅＰＨＲ）に
関わる方法、システム、およびデバイスが、説明される。ｅＰＨＲ技術は、カバレッジエ
ンハンスメント（ＣＥ）レベルに対応する変化が生じる可能性がある場合に報告の構成お
よびトリガリングを含み得る。例えば、ｅＰＨＲは、パスロス（ＰＬ）変化に代わってパ
ワーヘッドルーム（ＰＨ）変化により直接的に関連するパラメータに基づき得る。いくつ
かの例では、エンハンスドパワーヘッドルーム（ｅＰＨ）は、データ送信に関連付けられ
た特定のサブフレームのために計算されたＰＨ値とは異なる基準フォーマットにしたがっ
て、決定される。ｅＰＨは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調および符号
化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメント構成の
うちの１つまたは複数に基づき得る。いくつかの例では、レガシＰＨ報告は、ｅＰＨＲが
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オーバーヘッドを減じるように構成される場合に無効にされ得る。
【０００７】
　[0007]　ＭＴＣデバイスは、ＣＥレベルに関連付けられたｅＰＨＲ領域を規定するｅＰ
ＨＲ報告のための複数のしきい値で構成され得る。ｅＰＨＲは、先のｅＰＨとは異なる領
域内にｅＰＨがある場合に、トリガされ得る。いくつかの例では、ＭＡＣレベルでトリガ
されたｅＰＨＲは、アップリンクデータリソースに対する要求を送ることをトリガするた
めに使用される。いくつかの例では、ｅＰＨＲ領域は、複数の構成グループにグループ分
けされ得、ｅＰＨＲ構成は、異なる構成グループによって異なり得る。例えば、各構成グ
ループは、異なるｅＰＨＲ報告期間、異なるｅＰＨＲトリガしきい値を有し得る。さらに
、または代替として、ｅＰＨＲ報告は、（例えば、構成グループが固定のＣＥレベルに関
連付けされるような）構成グループに対して無効にされ得る。
【０００８】
　[0008]　基地局におけるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＵＥからパワー
ヘッドルーム報告を受信することと、受信されたパワーヘッドルーム報告に少なくとも部
分的に基づいてＵＥのためのカバレッジエンハンスメントレベルを決定することと、決定
されたカバレッジエンハンスメントレベルに少なくとも部分的に基づいてＵＥにカバレッ
ジエンハンスメント構成を送ることと、を含み得る。
【０００９】
　[0009]　基地局におけるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＵＥから
パワーヘッドルーム報告を受信するための手段と、受信されたパワーヘッドルーム報告に
少なくとも部分的に基づいてＵＥのためのカバレッジエンハンスメントレベルを決定する
ための手段と、決定されたカバレッジエンハンスメントレベルに少なくとも部分的に基づ
いてＵＥにカバレッジエンハンスメント構成を送るための手段と、を含み得る。
【００１０】
　[0010]　基地局におけるワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、
プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、プロセッサによって実行され
るときに、装置に、ＵＥからパワーヘッドルーム報告を受信することと、受信されたパワ
ーヘッドルーム報告に少なくとも部分的に基づいてＵＥのためのカバレッジエンハンスメ
ントレベルを決定することと、決定されたカバレッジエンハンスメントレベルに少なくと
も部分的に基づいてＵＥにカバレッジエンハンスメント構成を送ることと、を行わせるよ
うに動作可能な、メモリに記憶された命令と、を含み得る。
【００１１】
　[0011]　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュー
タ可読媒体が説明される。コードは、ＵＥからパワーヘッドルーム報告を受信することと
、受信されたパワーヘッドルーム報告に少なくとも部分的に基づいてＵＥのためのカバレ
ッジエンハンスメントレベルを決定することと、決定されたカバレッジエンハンスメント
レベルに少なくとも部分的に基づいてＵＥにカバレッジエンハンスメント構成を送ること
と、を実行可能である命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]　本書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、カバレッジエンハンスメント構成は、カバレッジエンハンスメントレベルに
関連付けされた複数の送信反復（transmission repetition）を備える。
【００１３】
　[0013]　基地局におけるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＵＥに、エンハ
ンスドパワーヘッドルーム報告構成を送ることを含み得、エンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成は、エンハンスドパワーヘッドルームを計算するためのパラメータ、エンハン
スドパワーヘッドルーム報告期間、または１つまたは複数のエンハンスドパワーヘッドル
ーム報告領域に関連付けされた１つまたは複数のしきい値のうちの１つまたは複数を備え
る。
【００１４】
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　[0014]　基地局におけるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＵＥに、
エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成を送るための手段を含み得、エンハンスドパワ
ーヘッドルーム報告構成は、エンハンスドパワーヘッドルームを計算するためのパラメー
タ、エンハンスドパワーヘッドルーム報告期間、または１つまたは複数のエンハンスドパ
ワーヘッドルーム報告領域に関連付けされた１つまたは複数のしきい値のうちの１つまた
は複数を備える。
【００１５】
　[0015]　基地局におけるワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、
プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、プロセッサによって実行され
るときに、装置に、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成をＵＥに送ることを行わせ
るように動作可能な、メモリに記憶された命令とを含み得、エンハンスドパワーヘッドル
ーム報告構成は、エンハンスドパワーヘッドルームを計算するためのパラメータ、エンハ
ンスドパワーヘッドルーム報告期間、または１つまたは複数のエンハンスドパワーヘッド
ルーム報告領域に関連付けされた１つまたは複数のしきい値のうちの１つまたは複数を備
える。
【００１６】
　[0016]　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュー
タ可読媒体が説明される。コードは、ＵＥに、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成
を送ることを実行可能である命令を含み得、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は
、エンハンスドパワーヘッドルームを計算するためのパラメータ、エンハンスドパワーヘ
ッドルーム報告期間、または１つまたは複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告領域
に関連付けされた１つまたは複数のしきい値のうちの１つまたは複数を備える。
【００１７】
　[0017]　ＵＥにおけるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、複数のエンハンス
ドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成を、サー
ビング基地局から、受信することと、現在のパワーヘッドルームが複数のエンハンスドパ
ワーヘッドルーム領域のうちの、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられ
ていることを決定することと、サービング基地局に現在のパワーヘッドルームを報告する
ことと、を含み得る。
【００１８】
　[0018]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、複数のエン
ハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成を
、サービング基地局から、受信するための手段と、現在のパワーヘッドルームが複数のエ
ンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに
関連付けられていることを決定するための手段と、サービング基地局に現在のパワーヘッ
ドルームを報告するための手段と、を含み得る。
【００１９】
　[0019]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、プ
ロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、プロセッサによって実行される
ときに、装置に、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパ
ワーヘッドルーム報告構成を、サービング基地局から、受信することと、現在のパワーヘ
ッドルームが複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの、先のパワーヘッドル
ームとは異なる１つに関連付けられていることを決定することと、サービング基地局に現
在のパワーヘッドルームを報告することと、を行わせるように動作可能な、メモリに記憶
された命令と、を含み得る。
【００２０】
　[0020]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体が説明される。コードは、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定す
るエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成を、サービング基地局から、受信することと
、現在のパワーヘッドルームが複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの、先
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のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定することと、サー
ビング基地局に現在のパワーヘッドルームを報告することと、を実行可能である命令を含
み得る。
【００２１】
　[0021]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、現在のパワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲッ
ト変調および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハ
ンスメント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハ
ンスドパワーヘッドルームを備える。さらに、または代替として、いくつかの例では、エ
ンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え、複数の構成グル
ープの各々は、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの１つまたは複数を備
える。
【００２２】
　[0022]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成のうちの少なくとも１つに
少なくとも部分的に基づいて複数の構成グループのうちの少なくとも１つのためのエンハ
ンスドパワーヘッドルーム報告を無効にするためのプロセス、特徴、手段、または命令を
含み得る。本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、複数の構成グループは、異なるタイマー、異なるエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告トリガしきい値、異なる報告期間、およびエンハンスドパワーヘッドルーム
報告のためのイネーブルインジケータのうちの少なくとも１つを有する構成グループを含
み得る。
【００２３】
　[0023]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、複数の構成グループの各々が、エンハンスドパワーヘッドルーム報告期間
、エンハンスドパワーヘッドルーム報告トリガしきい値、またはエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告のためのイネーブルインジケータのうちの１つまたは複数に関連付けされる
。さらに、または代替として、いくつかの例では、エンハンスドパワーヘッドルーム報告
構成は、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの少なくとも１つに関わる測
定パスロス（measured path loss）の変化に関連付けられたパワーヘッドルーム報告トリ
ガを無効にする。
【００２４】
　[0024]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成に少なくとも部分的に基づいてエ
ンハンスドパワーヘッドルーム領域内のパワーヘッドルーム報告を無効にするためのプロ
セス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２５】
　[0025]　ＵＥにおけるワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、サービング基地局
へのアップリンク通信のためのＵＥのためのパワーヘッドルームに少なくとも部分的に基
づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガリングイベントが生じたこ
とを決定することと、サービング基地局にデータの送信のために割り当てられたアップリ
ンクリソースをＵＥが有していないことを決定することと、アップリンクデータリソース
に対する要求を備えるサービング基地局へのアップリンクシグナリングを送ることと、を
含み得る。
【００２６】
　[0026]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、サービング
基地局へのアップリンク通信のためのＵＥのためのパワーヘッドルームに少なくとも部分
的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガリングイベントが生
じたことを決定するための手段と、サービング基地局にデータの送信のために割り当てら
れたアップリンクリソースをＵＥが有していないことを決定するための手段と、アップリ
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ンクデータリソースに対する要求を備えるサービング基地局へのアップリンクシグナリン
グを送るための手段と、を含み得る。
【００２７】
　[0027]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、プ
ロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、プロセッサによって実行される
ときに、装置に、サービング基地局へのアップリンク通信のためのＵＥのためのパワーヘ
ッドルームに少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のため
のトリガリングイベントが生じたことを決定することと、サービング基地局にデータの送
信のために割り当てられたアップリンクリソースをＵＥが有していないことを決定するこ
とと、アップリンクデータリソースに対する要求を備えるサービング基地局へのアップリ
ンクシグナリングを送ることと、を行わせるように動作可能な、メモリに記憶された命令
と、を含み得る。
【００２８】
　[0028]　ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体が説明される。コードは、サービング基地局へのアップリンク通信のためのＵＥ
のためのパワーヘッドルームに少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッド
ルーム報告のためのトリガリングイベントが生じたことを決定することと、サービング基
地局にデータの送信のために割り当てられたアップリンクリソースをＵＥが有していない
ことを決定することと、アップリンクデータリソースに対する要求を備えるサービング基
地局へのアップリンクシグナリングを送ることと、を実行可能な命令を含み得る。
【００２９】
　[0029]　本書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、アップリンクシグナリングは、スケジュールング要求またはランダムアクセ
ス要求を備える。さらに、または代替として、いくつかの例は、サービング基地局へのデ
ータ送信のためにアップリンクリソースの割り当てを受信することと、アップリンクリソ
ースの割り当てを使用してサービング基地局にデータ送信を送信することと、ここにおい
てデータ送信はパワーヘッドルームを含む、を行うためのプロセス、特徴、手段、または
命令を含み得る。本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体
のいくつかの例では、データ送信を送信することは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ
制御エレメントを使用してエンハンスドパワーヘッドルーム報告を送信することをさらに
含み得る。
【００３０】
　[0030]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、データ送信を送信することに少なくとも部分的に基づいてエンハンスドパワ
ーヘッドルーム報告に関連付けされた少なくとも１つのタイマーをリセットするためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。さらに、または代替として、いくつかの例
では、トリガリングイベントは、媒体アクセス制御レイヤにおいて生じる。さらに、また
は代替として、いくつかの例では、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガ
リングイベントは、測定パスロスの変化、パワーヘッドルーム報告の構成、パワーヘッド
ルーム報告の再構成、セル再構成、タイマーの終了、またはそれらの組み合わせを含む。
【００３１】
　[0031]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、パワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調
および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメ
ント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハンスド
パワーヘッドルームを備える。さらに、または代替として、いくつかの例では、アップリ
ンクデータリソースに対する要求は、スケジューリング要求（ＳＲ）、ランダムアクセス
メッセージ、またはそれらの組み合わせを含む。
【００３２】
　[0032]　前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示にしたがっ



(8) JP 6763011 B2 2020.9.30

10

20

30

40

50

た例の特徴および技術的利点をやや広く概説している。さらなる特徴および利点が以下に
説明される。開示される概念および具体的な例は、本開示と同じ目的を実行するために、
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。このような等価な
構成体（construction）は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本書に開示される概
念の特性、それらの構成および動作の方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に
関連して検討された場合、以下の説明からより良く理解されるであろう。図の各々は、例
示および説明のみを目的として提供されており、特許請求の範囲の限定の定義としては提
供されない。
【００３３】
　[0033]　本発明の性質および利点のさらなる理解が、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付された図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベ
ルを有し得る。さらに、同じタイプのさまざまなコンポーネントは、参照ラベルに、ダッ
シュと、同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを後続させることによって区
別され得る。本明細書で第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参
照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちのいずれ
か１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】[0034]　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがってワイヤレス通信システム
の例を例示する。
【図２】[0035]　図２は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告がインプリメントされ得るワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】[0036]　図３は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告構成および報告に関わる例としてのプロセスフローを例示する。
【図４】[0037]　図４は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告トリガリングの例としてのタイミング図を例示する。
【図５】[0038]　図５は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告トリガリングイベントに関わるプロセスフローを例示する。
【図６】[0039]　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告のために構成されたワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図７】[0040]　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告のためのワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図８】[0041]　図８は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告のためのワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図９】[0042]　図９は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣのための
エンハンスドパワーヘッドルーム報告のために構成されたＵＥを含むシステムの図を示す
。
【図１０】[0043]　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバ
イスのためのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのワイヤレスデバイスのブロッ
ク図を示す。
【図１１】[0044]　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバ
イスのためのパワーヘッドルーム報告のために構成された基地局を含むシステムの図を示
す。
【図１２】[0045]　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバ
イスのためのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法を例示するフローチャー
トを示す。
【図１３】[0046]　図１３は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバ
イスのためのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法を例示するフローチャー
トを示す。
【図１４】[0047]　図１４は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣのた
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めのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法を例示するフローチャートを示す
。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　[0048]　いくつかのワイヤレスシステムは、ＭＴＣデバイスとして知られる低コストま
たは低複雑度のＵＥのカテゴリのためのサービスを提供し得る。これらのデバイスは、特
定の制約をともなって通信し得、それは、より低いデータレート、制限されたトランスポ
ートブロックサイズ、半二重動作、または弛緩した切り替え時間（relaxed switching ti
me）を含み得る物理的制限に基づき得る。低コストまたは低複雑度のデバイスはまた、カ
バレッジエンハンスメントを提供されるか、それによってサポートされ得、それは、リン
クバジェット制限を克服するために送信の反復を含む。現存のパワーヘッドルーム報告（
power headroom reporting）（ＰＨＲ）技術は、基地局がカバレッジエンハンスメントパ
ラメータをアップデートすることを可能にするためのチャネルコンディションまたはデバ
イスパラメータへの変化の有効な報告を提供しない場合がある。
【００３６】
　[0049]　説明されるシステムおよび方法は、エンハンスドパワーヘッドルーム報告（ｅ
ＰＨＲ）のための技術を含む。ｅＰＨＲのための技術は、カバレッジエンハンスメント（
ＣＥ）レベルへの対応する変化が生じる可能性がある場合に、パワーヘッドルームの報告
の送信をトリガすることを含み得る。例えば、エンハンスドパワーヘッドルーム（ｅＰＨ
）は、１つまたは複数のｅＰＨＲ領域に関連するｅＰＨにおける変化に基づいてモニタお
よび報告され得る。いくつかの場合では、ｅＰＨＲ領域は、複数のしきい値に基づいて規
定され得る。例えば、単一のしきい値がある場合、２つの領域が規定され得、１つの領域
はしきい値より下、もう１つの領域はしきい値より上である。いくつかの態様にしたがっ
て、ｅＰＨは、データ送信に関連付けられた特定のサブフレームのために計算されたＰＨ
値とは異なる基準フォーマットにしたがって、決定され得る。ｅＰＨは、規定数のアップ
リンクリソース、ターゲット変調および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、また
は現在のカバレッジエンハンスメント構成のうちの１つまたは複数に基づき得る。いくつ
かの例では、レガシパワーヘッドルーム報告は、ｅＰＨＲがオーバーヘッドを減じるよう
に構成される場合に無効にされ得る。
【００３７】
　[0050]　説明される技術は、ＣＥレベルに関連付けられたｅＰＨＲ領域を規定するｅＰ
ＨＲ報告のための複数のしきい値の構成を含む。いくつかの例では、ＭＡＣレベルでトリ
ガされたｅＰＨＲは、アップリンクデータリソースに対する要求を送ることをトリガする
ために使用される。いくつかの例では、ｅＰＨＲ領域は、複数の構成グループにグループ
分けされ得、ｅＰＨＲ構成は、異なる構成グループによって異なり得る。例えば、各構成
グループは、異なるｅＰＨＲタイマー（例えば、禁止タイマー（prohibit timers）、周
期的報告タイマー（periodic reporting timers）など）、または異なるｅＰＨＲトリガ
しきい値を有し得る。さらに、または代替として、ｅＰＨＲ報告は、（例えば、構成グル
ープが固定のＣＥレベルに関連付けされるような）構成グループに対して無効にされ得る
。
【００３８】
　[0051]　以下の説明は、例を提供しており、特許請求の範囲に記載されている範囲、適
用可能性、または例を限定してはいない。論述されるエレメントの機能および配置の変更
が、本開示の範囲から逸脱することなく、為され得る。さまざまな例は、適宜、さまざま
なプロシージャまたはコンポーネントを省略、代用、あるいは追加し得る。例えば、説明
される方法は、説明されるものとは異なる順序で実施され得、さまざまなステップが追加
、省略、または組み合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の
例において組み合され得る。
【００３９】
　[0052]　図１は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ワイヤレス通信システム１０
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０の例を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およ
びコアネットワーク１３０を含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス認
証、追跡、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーティン
グ、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（
例えば、Ｓ１など）を通じてコアネットワーク１３０とインターフェースし、ＵＥ１１５
との通信のためのスケジューリングおよび無線構成を実施し得るか、または基地局コント
ローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。さまざまな例では、基地局１０５は、（例え
ば、コアネットワーク１３０を通じて）間接的に、または直接的に、のいずれかで、バッ
クホールリンク１３４（例えば、Ｘ１など）を通して互いと通信し得、それは、有線また
は無線の通信リンクであり得る。
【００４０】
　[0053]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスで通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、通信カバレッジをそれぞれの地理
的カバレッジエリア１１０に提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ
（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適した専門用語で
呼ばれ得る。基地局１０５のための地理的カバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア
の一部のみを構成する複数のセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システ
ム１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロおよび／またはスモールセル
基地局）を含み得る。異なる技術に関わる重複した地理的カバレッジエリア１１０が存在
し得る。
【００４１】
　[0054]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ（登録商標）／
ＬＴＥ－Ａネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ
（ｅＮＢ）という用語は概して、基地局１０５を説明するために使用され得、その一方で
、ＵＥという用語は概して、ＵＥ１１５を説明するために使用され得る。ワイヤレス通信
システム１００は、異なるタイプのｅＮＢがカバレッジをさまざまな地理的領域に提供す
る異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０
５は、通信カバレッジをマクロセル、スモールセル、および／または他のタイプのセルに
提供し得る。「セル」という用語は、コンテキストに依存して、基地局、基地局に関連付
けられたキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバ
レッジエリア（例えば、セクタ、など）を説明するために使用されることができる３ＧＰ
Ｐ（登録商標）の用語である。
【００４２】
　[0055]　マクロセルは概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメート
ル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のア
クセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じま
たは異なる（例えば、ライセンス、アンライセンス、などの）周波数帯域中で動作し得る
低電力基地局である。スモールセルは、さまざまな例にしたがったピコセル、フェムトセ
ル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、比較的より小さい地理的エリアをカバ
ーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを
可能にし得る。フェムトセルもまた、比較的小さい地理的エリア（例えば、家）をカバー
し得、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（Ｃ
ＳＧ）中のＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵＥ、など）による制限されたアクセスを
提供し得る。マクロセルに対するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルに
対するｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ
と呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセル（例
えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００４３】
　[0056]　ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。
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同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は、時間で大まかにアラインされ得る（approximately aligned in time）。非同期動
作の場合、基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、
時間でアラインされない場合があり得る。本書で説明される技術は、同期または非同期動
作のいずれかに対して使用され得る。
【００４４】
　[0057]　さまざまな開示される例のうちのいくつかに対応し得る（accommodate）通信
ネットワークは、レイヤードプロトコルスタックにしたがって動作するパケットベースの
ネットワークであり得る。ユーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおける通信は、ＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを通して通信するために、パケットセグメンテ
ーションおよびリアセンブリを実施し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先
度処理（priority handling）および論理チャネルのトランスポートチャネルへの多重化
を実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、ＭＡＣレイヤにおいて再送信を提供してリンク効率
を改善するために、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンでは、
無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのための無線ベ
アラをサポートする、コアネットワーク１３０または基地局１０５とＵＥ１１５との間で
のＲＲＣ接続の確立、構成、および維持を提供し得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、
トランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４５】
　[0058]　ＤＬ物理チャネルは、ブロードキャスト情報のための物理ブロードキャストチ
ャネル（ＰＢＣＨ）、制御フォーマット情報のための物理制御フォーマットインジケータ
チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、制御およびスケジューリング情報のための物理ダウンリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）ステータスメッセ
ージのための物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、ユーザデータのための
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）およびマルチキャストデータのための物理
マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を含み得る。ＵＬ物理チャネルは、アクセスメッセ
ージのための物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、制御データのためのＰＵＣ
ＣＨ、ユーザデータのための物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含み得る。
ＰＤＣＣＨは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を伝達し、それは、ＤＬスケジューリン
グ割り当てに関わる情報、ＵＬリソースグラント、送信スキーム、ＵＬパワー制御（例え
ば、送信パワー制御（ＴＰＣ）コマンド）、ＨＡＲＱ情報、変調および符号化スキーム（
ＭＣＳ）および他の情報を含み得る。
【００４６】
　[0059]　ＰＵＣＣＨは、ＵＬ肯定応答（ＡＣＫ）、スケジューリング要求（ＳＲ）、お
よびチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）および他のＵＬ制御情報のために使用され得る
。ＰＵＣＣＨは、２つの連続したリソースブロックおよびコードによって規定される制御
チャネルにマッピングされ得る。ＵＬ制御シグナリングは、セルごとのタイミング同期の
存在に依存し得る。チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告およびスケジューリング要
求（ＳＲ）のためのＰＵＣＣＨリソースは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを
通じて割り当てられ（そして無効にされ（revoked））得る。いくつかの場合では、ＳＲ
に関わるリソースは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを通じて同期
化を取得した後に割り当てられ得る。他の場合では、ＳＲは、ＲＡＣＨを通じてＵＥ１１
５に割り当てられない場合がある（すなわち、同期化されたＵＥは、専用のＳＲチャネル
を有する場合も有していない場合もある）。ＳＲおよびＣＱＩに関わるＰＵＣＣＨリソー
スは、ＵＥがもはや同期化されない場合に失われ（lost）得る。
【００４７】
　[0060]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散されており
、各ＵＥ１１５は、固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加
入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバ
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イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル
加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユ
ーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適した専
門用語を含み得るか、または当業者によってそれらで呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラ
電話、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信
デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ
、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、などであり得る。ＵＥは、
マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局、などを含むさまざまなタイプの基地局
およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００４８】
　[0061]　ワイヤレス通信システム１００中に示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ
１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信はまた、順方向リン
ク送信と呼ばれ得、その一方でアップリンク送信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る
。各通信リンク１２５は、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、
上述されたさまざまな無線技術にしたがって変調された複数のサブキャリア（例えば、異
なる周波数の波形信号）から成る信号であり得る。各変調された信号は、異なるサブキャ
リア上で送られ得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、など）、オーバーヘッ
ド情報、ユーザデータ、などを伝達し得る。通信リンク１２５は、（例えば、対にされた
スペクトルリソースを使用する）ＦＤＤ動作を使用して、または（例えば、対にされてい
ないスペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を送信し得る。
ＦＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２
）についてのフレーム構造が定義され得る。
【００４９】
　[0062]　システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および／またはＵＥ
１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間での通信品質および信頼性を改善するために
、アンテナダイバーシティスキームを用いるための複数のアンテナを含み得る。加えてま
たは代替として、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なる符号化さ
れたデータを伝達する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を活用し得る
多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を用い得る。
【００５０】
　[0063]　ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作をサ
ポートし得、その特徴はキャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と
呼ばれ得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル、な
どと呼ばれ得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャ
ネル」という用語は、本書では交換可能に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリ
ゲーションのための複数のダウンリンクＣＣおよび１つまたは複数のアップリンクＣＣで
構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤおよびＴＤＤの両方のコンポーネン
トキャリアを用いて使用され得る。
【００５１】
　[0064]　上述されたように、ワイヤレスデバイスのいくつかのタイプが、Ｍ２Ｍ通信ま
たはＭＴＣをインプリメントする自動通信を提供し得る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、デバイ
スが、人間の介在なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術
を指し得る。例えば、Ｍ２ＭまたはＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャし、その情報
を使用することができる中央サーバまたはアプリケーションプログラムにその情報を中継
するか、あるいはプログラムまたはアプリケーションと相互作用している人間にその情報
を提示するためのセンサまたはメータを統合するデバイスからの通信を指し得る。ＵＥ１
１５は、情報を収集するか、または機械の自動化された挙動を可能にするように設計され
たもののようなＭＴＣデバイスであるか、それを含み得る。ＭＴＣデバイスのためのアプ
リケーションの例は、スマート計測、在庫（inventory）モニタリング、水位モニタリン
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グ、機器モニタリング、ヘルスケアモニタリング、野生生物モニタリング、天候および地
質学的イベントモニタリング、保有車両（fleet）管理および追跡、遠隔セキュリティ感
知、物理アクセス制御、および取引ベースのビジネス課金（transaction-based business
 charging）を含む。
【００５２】
　[0065]　いくつかの場合では、ＭＴＣデバイスは、制限された能力を有し得る。例えば
、いくつかのＭＴＣデバイスは、ブロードバンドキャパシティを有し得、他のＭＴＣデバ
イスは、ナローバンド通信に制限され（例えば、６個未満の物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ）を使用したデータ送信または受信などに制限され）るか、または、ピークデータレー
トが減じられ得る（例えば、最大トランスポートブロックサイズは１０００ビットであり
得る）。いくつかのワイヤレス通信システムでは、制限された帯域幅またはデータレート
能力を有するＭＴＣデバイス（または、同様の能力を有する別のデバイス）は、「低コス
ト」（ＬＣ：low cost）またはカテゴリ０デバイスとも呼ばれ得る。
【００５３】
　[0066]　さらに、または代替として、ＭＴＣデバイスは、同時にサポートされるトラン
スポートブロック（ＴＢ）の数においていくつかの制限を有し得る。例えば、ＭＴＣデバ
イスは、サブフレームにおいて２つ以上のユニキャストまたはブロードキャストのＴＢの
受信をサポートしない場合があり得る（例えば、ユニキャストおよびブロードバンドＴＢ
の同時の受信はサポートされない、など）。
【００５４】
　[0067]　いくつかの例では、このようなＭＴＣデバイスのカバレッジエンハンスメント
は、より信頼性のある通信を提供するために用いられ得る。カバレッジエンハンスメント
は、例えば、（例えば、最大１５ｄＢの）パワーブースティング、および送信反復（例え
ば、送信の冗長バージョンを提供するためのＴＴＩバンドリング）を含み得る。
【００５５】
　[0068]　送信反復は、送信の複数の冗長バージョンを提供し、特定のチャネル、例えば
、ＰＵＳＣＨ、ＰＤＳＣＨ、エンハンスドＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ランダムア
クセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、および／またはＰＵＣＣＨに関わるカバレッジを強化す
るために使用され得る。例えば、さまざまな物理チャネル（ＰＲＡＣＨおよび関連するメ
ッセージならびにページングメッセージを含む）は、ワイヤレス通信デバイスから繰り返
し送信され得る。反復の数は、カバレッジエンハンスメントレベルによって決定され得、
カバレッジエンハンスドＭＴＣデバイスは、高レベルの反復（例えば、３２８ビットペイ
ロードに対して１５０以上）で構成され得る。いくつかの場合では、カバレッジエンハン
スメントレベルは、異なるチャネルによって異なり得る。
【００５６】
　[0069]　さらに、または代替として、ＬＣ ＭＴＣデバイスに関わるページングメッセ
ージおよびランダムアクセス応答が、他のＵＥとは別個に実施され得る。例えば、異なる
ランダムアクセスシグナリングプロシージャが使用され得、ランダムアクセス応答および
ページングメッセージに対して異なるバンドリングサイズで反復をサポートし得る。いく
つかのカバレッジエンハンスメント技術にしたがって、ＬＣ ＭＴＣデバイスは、追加の
反復をともなうレガシＰＢＣＨを受信することが可能であり得、ｅＮＢによって構成され
る追加の反復をともなうレガシＰＲＡＣＨフォーマットを使用して送信し得る。このよう
なカバレッジエンハンスメント技術は、特定の試みに関わるバンドリングレベルを含み得
、それは、例えば、チャネルコンディションまたは１つまたは複数の過去に失敗したアク
セスの試みなどの、１つまたは複数の基準に基づいて、選択され得る。いくつかの例では
、特定数の試みが、第１のカバレッジエンハンスメントレベルで為され、第１のレベルで
の試みが成功でない場合、第２のカバレッジレベルでの特定数の試みが後続する。バンド
リングカバレッジエンハンスメントにしたがった複数の反復、複数の試み、またはそれら
の組み合わせが、さまざまな例にしたがって構成され得る。
【００５７】
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　[0070]　ＵＥ１１５は、干渉を軽減し、ＵＬデータレートを改良し、バッテリ寿命を延
ばすために、サービング基地局と（例えば、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨに関わる）送信
パワーを調整し得る。アップリンクパワー制御は、開ループメカニズムと閉ループメカニ
ズムとの組み合わせを含み得る。開ループパワー制御において、ＵＥ１１５送信パワーは
、チャネル構成およびダウンリンクパスロスの推定値に依存し得る。閉ループパワー制御
において、ネットワークは、明確なパワー制御コマンドを使用してＵＥ１１５送信パワー
を直接的に制御することができる。開ループパワー制御は、初期のアクセスのために使用
され得、一方で、開ループおよび閉ループの両方の制御が、ＵＬ制御およびデータ送信の
ために使用され得る。ＵＥ１１５は、最大送信パワー制限、ターゲット基地局受信パワー
、パスロス、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）、送信に使用されるリソースの数、お
よび送信されたデータのフォーマット（例えば、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フ
ォーマット）を考慮に入れたアルゴリズムを使用してパワーを決定し得る。パワー調整が
、ＴＰＣメッセージを使用して基地局１０５によって為され、適宜、ＵＥ１１５の送信パ
ワーを増加的に調整し得る。
【００５８】
　[0071]　ＵＥは、ＵＥの最大送信パワーとデータ送信のための推定のパワー（例えば、
ＰＵＳＣＨ送信のために必要なパワー）との間の差についての情報を、サービングｅＮＢ
に提供するために、パワーヘッドルーム（ＰＨ）報告プロシージャを使用し得る。報告さ
れたＰＨ情報は、アップリンク送信を管理するためにｅＮＢによって使用され得る。例え
ば、報告されたＰＨ情報は、閉ループパワー制御を使用した送信パワーを決定するために
、複数のＵＥ間のリソース割り当てを決定するために、およびアップリンク送信のために
変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）選択を決定するために、ｅＮＢによって使用され得
る。
【００５９】
　[0072]　例えば、サブフレームｉに関わるＰＨは、下記の式によって計算され得る。
【００６０】
【数１】

【００６１】
ここにおいて、
　ＰＣＭＡＸは構成されたＵＥ送信パワーである、
　ＭＰＵＳＣＨ（ｉ）は、サブフレームｉに関して有効な複数のリソースブロックにおい
て表されるＰＵＳＣＨリソース割り当ての帯域幅である。
【００６２】
　ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）は、データ送信タイプｊ（例えば、動的、半永続的、（再）送
信、など）によって変わるセル固有のオフセットおよびＵＥ固有のコンポーネントに基づ
いて決定されるオフセットである、
　α（ｊ）は、セル固有であり得るフラクショナルパワー制御定数（fractional power c
ontrol constant）である、
　ＰＬは、ｄＢ表示でＵＥで計算されたダウンリンクパスロス推定値であり、それは、フ
ィルタリングされたＲＳＲＰに基づいて決定され得る、
　ΔＴＦ（ｉ）は、構成されたＵＥ固有のパラメータデルタＭＣＳイネーブルド（deltaM
CS-Enabled）に基づくＭＣＳ依存オフセット（MCS dependent offset）である、
　ｆ（ｉ）は、現在のＰＵＳＣＨパワー制御調整状態（例えば、累積ＴＰＣコマンド（ac
cumulated TPC commands）など）である。
【００６３】
　[0073]　パワーヘッドルーム報告（ＰＨＲ）は、測定パスロス（ＰＬ）の変化、ＰＨＲ
の構成または再構成、セル再構成、および１つまたは複数の報告タイマーに基づいてＭＡ
Ｃレイヤにおいてトリガされ得る。例えば、ＭＡＣレイヤは、ＰＬが構成されたしきい値
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ｄｌ－パスロスチェンジより大きく変化し、禁止ＰＨＲタイマーが終了したときに、周期
的ＰＨＲタイマーの終了時に、上位レイヤによるＰＨＲの構成または再構成、キャリアア
グリゲーションのための追加のセルの構成または活性化、またはパワー管理によるパワー
バックオフの（例えばｄｌ－パスロスチェンジより大きくなる）変化の際に、ＰＨＲを生
成し得る。１つまたは複数のタイマーは、例えば、データの送信の後にセットまたはリセ
ットされ得る。ＰＨＲは、トリガに基づいてＭＡＣレイヤにおいて生成されるが、ＰＨＲ
は、ＵＥがアップリンクデータリソース（例えば、ＰＵＳＣＨリソース）を有する場合に
のみ、ＭＡＣ制御エレメントにおいて、送信される。ＣＥモードにおけるＭＴＣデバイス
が制御チャネルの反復（例えば、ＰＵＣＣＨ）およびランダムアクセスチャネル（例えば
、ＰＲＡＣＨ）送信、ならびにデータチャネル（例えばＰＵＳＣＨ）送信で構成され得る
ため、データチャネルリソースの割り当て時にのみＰＨＲを送信することはまた、ＣＥに
依存するダウンリンク送信に影響を与え得る。ｅＮＢは、反復レベル向上の必要性を検出
するためにＲＲＭ測定値（例えば、周期的ＣＳＩなど）を使用し得るが、ＰＨは、それが
ＵＥパスロス推定値ならびにｅＮＢによって送られるパワー制御修正の両方を反映するた
め、所望の反復レベルのより正確な尺度であり得る。
【００６４】
　[0074]　ワイヤレス通信システム１００のコンポーネント、例えば、ＵＥ１１５または
ｅＮＢ１０５は、エンハンスドパワーヘッドルーム報告（ｅＰＨＲ）のために構成され得
る。ｅＰＨＲは、上述のパワーヘッドルーム報告の典型的なトリガ、例えば、測定パスロ
ス（ＰＬ）の変化、ＰＨＲの構成または再構成、セル再構成、または１つまたは複数の報
告タイマーの終了、に代わって、またはそれに加えて、ＣＥレベルへの対応する変化が生
じる可能性がある場合に、パワーヘッドルーム報告の送信をトリガすること含み得る。例
えば、ｅＰＨＲは、ＰＬ変化に代わってＰＨ変化により直接的に関連するパラメータに基
づき得る。いくつかの例では、ｅＰＨＲは、ｅＰＨに関連付けられ、データ送信に関連付
けられた特定のサブフレームのために計算されたＰＨ値とは異なる基準フォーマットにし
たがって、決定される。ｅＰＨは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調およ
び符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメント
構成のうちの１つまたは複数に基づき得る。いくつかの例では、レガシＰＨ報告は、ｅＰ
ＨＲがオーバーヘッドを減じるように構成される場合に無効にされ得る。
【００６５】
　[0075]　ＵＥ１１５は、ＣＥレベルに関連付けられたｅＰＨＲ領域を規定するｅＰＨＲ
報告のための複数のしきい値で構成され得る。ｅＰＨＲは、先のｅＰＨとは異なる領域内
にｅＰＨがある場合に、トリガされ得る。いくつかの例では、ＭＡＣレベルでトリガされ
たｅＰＨＲは、アップリンクデータリソース（例えば、ＳＲまたはＰＲＡＣＨ、など）に
対する要求を送ることをトリガするために使用される。いくつかの例では、ｅＰＨＲ領域
は、複数の構成グループにグループ分けされ得、ｅＰＨＲ構成は、異なる構成グループに
よって異なり得る。例えば、各構成グループは、異なるｅＰＨＲ報告期間、異なるｅＰＨ
Ｒトリガしきい値を有し得る。さらに、または代替として、ｅＰＨＲ報告は、（例えば、
構成グループが固定のＣＥレベルに関連付けされるような）構成グループに対して無効に
され得る。
【００６６】
　[0076]　図２は、エンハンスドパワーヘッドルーム報告が本開示のさまざまな態様にし
たがってインプリメントされ得るワイヤレス通信システム２００の例を例示する。ワイヤ
レス通信システム２００は、図１を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００の
一部の例であり得る。さらに、ｅＮＢ１０５－ａは、図１を参照して説明されたｅＮＢ１
０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得、その一方で第１のＵＥ１１５－ａおよ
び第２のＵＥ１１５－ｂは、図１を参照して説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複
数の態様の例であり得る。
【００６７】
　[0077]　ワイヤレス通信環境２００において、ｅＮＢ１０５－ａは、ダウンリンクチャ
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ネル２２５上でＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂにダウンリンクデータおよび制御情報を
送信し得、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、アップリンクチャネル２３０上でｅＮＢ
１０５－ａにアップリンクデータおよび制御情報を送信し得る。ＵＥ１１５－ａおよび１
１５－ｂの１つまたは複数は、ＣＥモードで動作するＭＴＣデバイスであり得、ＣＥレベ
ル（例えば、ダウンリンクチャネル２２５またはアップリンクチャネル２３０上での反復
の数）で構成され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、アップ
リンクチャネル２３０上でｅＮＢ１０５－ａにパワーヘッドルーム報告を送信し得、ｅＮ
Ｂ１０５－ａは、パワーヘッドルーム報告に応答してＣＥレベルを調整し、ダウンリンク
チャネル２２５上でＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂにＣＥ構成を送信し得る。ｅＮＢ１
０５－ａはまた、基準信号２１５を送信し得、それは、例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、
ＩＭＲ信号、ＰＳＳ、ＳＳＳなどを含み得る。
【００６８】
　[0078]　図３は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成および報告に関わる例としてのプロセスフロー３００を例示する。プロセスフ
ロー３００は、例えば、ワイヤレス通信システム２００におけるＵＥ１１５－ａに対する
ｅＰＨＲ構成および報告を例示し得る。
【００６９】
　[0079]　プロセスフロー３００において、ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａにｅＰ
ＨＲ構成３０５を送り、それは、カバレッジエンハンスメントモードで動作し得る（例え
ば、１つまたは複数のＵＬまたはＤＬチャネルなどに関わる送信反復のために構成され得
る）。ｅＰＨＲ構成３０５は、ｅＰＨＲに関わる複数のｅＰＨＲ領域を示し得る。例えば
、ｅＰＨＲ構成３０５は、ｅＰＨＲ領域を規定する複数のしきい値を含み得る。ｅＰＨＲ
構成３０５はまた、ｅＰＨＲ報告期間のような他のｅＰＨＲ構成パラメータを含み得、そ
れは、ｅＰＨＲ領域によって構成され得る。ｅＰＨＲ構成３０５は、ｅＰＨを計算するた
めのパラメータを含み得、構成されたｅＰＨＲ領域にしたがってｅＰＨをモニタするよう
にＵＥ１１５－ａを構成し得る。ｅＰＨは、例えば、固定の割り当て（例えば、ＭＰＵＳ

ＣＨ＝６など）、ＭＣＳ値、またはＳＮＲターゲットのうちの１つまたは複数を含む基準
フォーマットにしたがって決定され得る。
【００７０】
　[0080]　ＵＥ１１５－ａは、ｅＰＨＲ構成にしたがってブロック３１０においてｅＰＨ
をモニタする。同時に、ＵＥ１１５－ａは、データおよび／または制御情報を送信または
受信し得る。例えば、ブロック３１０においてｅＰＨをモニタすることは、１つまたは複
数のダウンリンクまたはアップリンクデータ送信と同時に生じ得る。アップリンクデータ
送信について、ＵＥ１１５－ａは、閉ループパワー制御コマンド（例えば、ＴＰＣコマン
ドなど）を受信し得、それは、パワーヘッドルームを計算するときに直接反映され得る。
【００７１】
　[0081]　ブロック３１５において、ＵＥ１１５－ａは、ｅＰＨがｅＰＨＲ領域境界を横
断したことを検出し得る。例えば、ＵＥ１１５－ａは、現在のｅＰＨが先のｅＰＨとは異
なるｅＰＨＲ領域にあることを決定し得る。ｅＰＨＲ領域の変化の検出時に、ＵＥ１１５
－ａは、（例えば、ＭＡＣレベルで）ｅＰＨＲをトリガし得る。いくつかの例では、ｅＰ
ＨＲトリガは、以下により詳細に説明されるように、アップリンクデータリソースに対す
る要求をトリガし得る。
【００７２】
　[0082]　ＵＥ１１５－ａは、ｅＮＢ１０５－ａにｅＰＨ報告３２０を送信し得る。ｅＰ
Ｈ報告３２０は、ｅＮＢ１０５－ａへのデータ送信に含まれるＭＡＣ制御エレメントとし
て送信され得る。ＭＡＣ制御エレメントは、パワーヘッドルームＭＡＣ制御エレメントに
おいてリザーブされたビットのうちの１つまたは複数を使用してｅＰＨ値を示し得る。
【００７３】
　[0083]　ブロック３２５において、ｅＮＢ１０５－ａは、ｅＰＨ報告３２０に基づいて
ＵＥ１１５－ａに対してＣＥレベルを適合させ得る。例えば、ｅＰＨ報告３２０に基づい
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て、ｅＮＢ１０５－ａは、アップリンクまたはダウンリンクチャネルに関わる反復レベル
が増大されるべきか、減少されるべきかを決定し得る。ｅＮＢ１０５－ａは、アップデー
トされたＣＥレベルを含むＵＥ１１５－ａにＣＥ構成３３０を送信し得る。
【００７４】
　[0084]　図４は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告トリガリングの例としてのタイミング図４００を例示する。タイミング図４００は
、例えば、図１のワイヤレス通信システム１００または図２のワイヤレス通信システム２
００のＵＥ１１５に関わるｅＰＨＲトリガリングを例示し得る。
【００７５】
　[0085]　ＵＥ１１５は、ｅＰＨＲしきい値４１５に基づく４個のｅＰＨＲ領域４２０で
構成され得る。例えば、ｅＰＨＲ領域１ ４２０－ａは、ｅＰＨＲ＿ｔｈ１ ４１５－ａと
最大ｅＰＨ値（例えば４０ｄＢなど）との間のｅＰＨ値に対応する領域であり得る。同様
に、ｅＰＨＲ領域２　４２０－ｂは、ｅＰＨＲ＿ｔｈ２ ４１５－ｂとｅＰＨＲ＿ｔｈ１ 
４１５－ａとの間のｅＰＨ値に対応する領域であり得、一方で、ｅＰＨＲ領域３ ４２０
－ｃは、ｅＰＨＲ＿ｔｈ３ ４１５－ｃとｅＰＨＲ＿ｔｈ２ ４１５－ｂとの間のｅＰＨ値
に対応する領域であり得る。最後に、ｅＰＨＲ領域４ ４２０－ｄは、最小ｅＰＨ値（例
えば、－２３ｄＢなど）とｅＰＨＲ＿ｔｈ３ ４１５－ｃとの間のｅＰＨ値に対応する領
域であり得る。追加のｅＰＨＲ領域４２０は、追加のｅＰＨＲしきい値４１５を使用して
規定され得る。各ＰＨＲ領域４２０内では、レガシＰＨＲおよびｅＰＨＲは、独立して有
効または無効にされ得る。例えば、レガシＰＨＲを無効にすることは、オーバーヘッドを
減じ得、ここにおいてｅＰＨＲの報告は、ＣＥレベルの変化が生じる可能性のある場合に
、トリガされる。
【００７６】
　[0086]　いくつかの例では、計算されたｅＰＨ４１０は、固定の割り当て、ＭＣＳ値、
またはＳＮＲターゲットのうちの１つまたは複数を含む基準フォーマットにしたがって決
定され得、サブフレーム固有のＵＬリソース割り当てまたはＵＬデータトランスポートブ
ロックから独立し得る。例えば、ｅＰＨ４１０は、下記の式によって与えられ得る。
【００７７】

【数２】

【００７８】
ここにおいて、
　ＰＣＭＡＸは構成されたＵＥ送信パワーである、
　ＭＰＵＳＣＨ＿ｅＰＨＲは固定の割り当て（例えば、６ＲＢなど）である、
　ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ＿ｅＰＨＲは、セル固有のオフセットおよびＵＥ固有のコンポーネン
トに基づいて決定されたオフセットである。いくつかの例では、ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ＿ｅＰ

ＨＲ＝ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ（０）、
　αｅＰＨＲは、フラクショナルパワー制御定数である。いくつかの場合では、αｅＰＨ

Ｒ＝α（０）、
　ΔｅＰＨＲは、ＭＣＳ（例えば、最後のＵＬデータ送信のＭＣＳなど）またはＳＮＲタ
ーゲットに基づくオフセットである、
　ｆは、現在のＰＵＳＣＨパワー制御調整状態（例えば、累積ＴＰＣコマンドなど）であ
る。
【００７９】
　[0087]　計算されたｅＰＨ４１０は、最初にｅＰＨＲ領域４ ４２０－ｄにあり、時間
ｔ１において４２５－ａにあり、計算されたｅＰＨ４１０は、ｅＰＨＲ領域３ ４２０－
ｃにあるようにｅＰＨＲしきい値４１５－ｃを横断し得る。ＵＥ１１５は、時間４２５－
ａにおいてｅＰＨＲ領域４ ４２０－ｄからｅＰＨＲ領域３ ４２０－ｃへの遷移を検出し
、ｅＰＨＲをトリガし得る。同様に、ｅＰＨＲは、時間４２５－ｂにおいてはｅＰＨＲ領
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域３ ４２０－ｃからｅＰＨＲ領域２ ４２０－ｂへ、時間４２５－ｃにおいてはｅＰＨＲ
領域２ ４２０－ｂからｅＰＨＲ領域１ ４２０－ａへの遷移時にトリガされ得る。
【００８０】
　[0088]　図５は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告トリガリングイベントに関わるプロセスフロー５００を例示する。プロセスフロー
５００は、図１、２、または３のＵＥ１１５によって実施され得る。プロセスフロー５０
０は、例えば、図３または４を参照して論じられたようにトリガするｅＰＨＲイベントに
基づくｅＰＨ報告、または図３のｅＰＨ報告３２０の報告を例示し得る。いくつかの例で
は、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにＵＥ１１５の機能的なエレメ
ントを制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。さらに、または代
替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能のうちの１
つまたは複数を実施し得る。
【００８１】
　[0089]　プロセスフロー５００のブロック５０５において、ｅＰＨＲトリガイベントが
生じる。ｅＰＨＲトリガイベントは、例えば、現在のｅＰＨが前述のように先のｅＰＨと
は異なるｅＰＨＲ領域にある場合に、生じ得る。
【００８２】
　[0090]　ブロック５１０において、ＵＥ１１５は、それが新しいアップリンクデータ送
信のために割り当てられたＵＬリソースを有するかどうかを、決定し得る。例えば、ＵＥ
１１５は、ＵＬ割り当てが将来のサブフレームに関して受信されたかどうかを決定し得る
。
【００８３】
　[0091]　ブロック５１０において、ＵＥ１１５が、ＵＬリソースが新しいアップリンク
データ送信のために割り当てられることを決定する場合、プロセスフロー５００は、ブロ
ック５２５に進み得、ここにおいて、ＵＥ１１５は、ｅＰＨＲ ＭＡＣ制御エレメントを
生成し、アップリンクデータ送信における物理レイヤによる送信のためにＭＡＣ多重化コ
ンポーネントにｅＰＨＲ ＭＡＣ制御エレメントを伝え得る。
【００８４】
　[0092]　ブロック５１０において、ＵＥ１１５が、いかなるＵＬリソースも新しいアッ
プリンクデータ送信のために割り当てられないことを決定する場合、プロセスフロー５０
０は、ブロック５１５に進み得、ここにおいてＵＥ１１５は、アップリンクデータリソー
スに対する要求を送り得る。例えば、ＵＥ１１５は、（ＵＥ１１５のために構成される場
合に）スケジューリング要求（ＳＲ）、またはランダムアクセスメッセージ（例えば、Ｐ
ＲＡＣＨ）を送り得る。
【００８５】
　[0093]　ＵＥ１１５は、ブロック５２０においてＵＬリソースの割り当てを受信し得、
プロセスフロー５００は、ブロック５２５に進み得、ここにおいて、ＵＥ１１５は、ｅＰ
ＨＲ ＭＡＣ制御エレメントを生成し、アップリンクデータ送信における物理レイヤによ
る送信のためにＭＡＣ多重化コンポーネントにｅＰＨＲ ＭＡＣ制御エレメントを伝え得
る。
【００８６】
　[0094]　ブロック５２５において、ＭＴＣデバイスはまた、ｅＰＨＲ報告に関連付けら
れたタイマーをリセットし得る。例えば、ｅＰＨＲ報告は、１つまたは複数のｅＰＨＲタ
イマー（例えば、禁止＿ｅＰＨＲ－タイマー、周期的＿ｅＰＨＲ－タイマー）で構成され
得、それは、ブロック５０５においてｅＰＨＲトリガリングイベントを決定する際に使用
され得る。例えば、現在のｅＰＨがブロック５０５において先のｅＰＨとは異なるｅＰＨ
Ｒ領域にあるが禁止＿ｅＰＨＲ－タイマーが終了していない場合、ブロック５０５は、ｅ
ＰＨＲトリガリングを実施するために禁止＿ｅＰＨＲ－タイマーの終了まで待ち得る。さ
らに、または代替として、ブロック５０５における周期的＿ｅＰＨＲ－タイマーの終了が
、ブロック５０５において、ｅＰＨＲトリガリングイベントをトリガし得る。ＵＥ１１５
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は、ｅＰＨＲタイマーをリセットし得る。ｅＰＨＲタイマーは、ｅＰＨＲ領域のために別
個に構成され得、いくつかの場合では、異なるｅＰＨＲ領域構成グループによって異なっ
て構成され得る。
【００８７】
　[0095]　図６は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告のために構成されたワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデ
バイス６００は、図１乃至４を参照して説明されたＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワ
イヤレスデバイス６００は、受信機６０５、ｅＰＨＲモジュール６１０、または送信機６
１５を含み得る。ワイヤレスデバイス６００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコ
ンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００８８】
　[0096]　受信機６０５は、さまざまな情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチ
ャネルおよびエンハンスドパワーヘッドルーム報告に関連した情報など）に関連付けられ
た、制御情報、ユーザデータ、またはパケットのような情報を受信し得る。情報は、ｅＰ
ＨＲモジュール６１０に、およびワイヤレスデバイス６００の他のコンポーネントに伝え
られ得る。
【００８９】
　[0097]　ｅＰＨＲモジュール６１０は、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を
備えるエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成を、サービング基地局から、受信し、現
在のパワーヘッドルームが複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの、先のパ
ワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定し、サービング基地局
に現在のパワーヘッドルームを報告し得る。ｅＰＨＲモジュール６１０は、ＭＡＣレベル
でｅＰＨＲをトリガし得、それは、アップリンクデータリソース（例えば、ＳＲまたはＰ
ＲＡＣＨ、など）に対する要求を送ることをトリガするために使用され得る。
【００９０】
　[0098]　送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュールで
受信機６０５と共に配置され得る。送信機６１５は、単一のアンテナを含み得るか、また
はそれが複数のアンテナを含み得る。
【００９１】
　[0099]　図７は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告のためのワイヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７０
０は、図１乃至５を参照して説明されたＵＥ１１５または図６のワイヤレスデバイス６０
０の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス７００は、ｅＰＨＲモジュール６１０－ａ
を含み得、また、プロセッサを含み得る。ｅＰＨＲモジュール６１０－ａはまた、ｅＰＨ
Ｒ構成モジュール７１０、ｅＰＨＲモニタリングモジュール７１５、およびｅＰＨＲ報告
モジュール７２０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり
得る。
【００９２】
　[0100]　ｅＰＨＲ構成モジュール７１０は、図２乃至５を参照して説明されたように、
複数のｅＰＨ領域を備えるｅＰＨＲ構成を、サービング基地局から、受信し得る。いくつ
かの例では、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え、
複数の構成グループの各々は、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの１つ
または複数を備える。いくつかの例では、複数の構成グループの各々は、ｅＰＨＲ期間、
ｅＰＨＲトリガしきい値、またはｅＰＨＲに関わるイネーブルインジケータのうちの１つ
または複数に関連付けされる。いくつかの例では、エンハンスドパワーヘッドルーム報告
構成は、複数ｅＰＨＲ領域のうちの少なくとも１つに関わる測定パスロスの変化に関連付
けられたＰＨＲトリガを無効にする。
【００９３】
　[0101]　ｅＰＨＲモニタリングモジュール７１５は、図２乃至４を参照して説明された
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ように、現在のパワーヘッドルームが複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうち
の、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定し得る。い
くつかの例では、現在のパワーヘッドルームは、図４を参照して前述されたように、規定
数のアップリンクリソース、ターゲット変調および符号化スキーム、ターゲット信号対雑
音比、または現在のカバレッジエンハンスメント構成のうちの１つまたは複数に少なくと
も部分的に基づいて決定されるｅＰＨである。
【００９４】
　[0102]　ｅＰＨＲ報告モジュール７２０は、図２乃至５を参照して説明されたように、
サービング基地局に現在のパワーヘッドルームを報告し得る。
【００９５】
　[0103]　図８は、本開示のさまざまな態様にしたがってエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告のためのワイヤレスデバイス８００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス８０
０は、図１乃至５を参照して説明されたＵＥ１１５または図６のワイヤレスデバイス６０
０の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス８００は、ｅＰＨＲモジュール６１０－ｂ
を含み得、また、プロセッサを含み得る。ｅＰＨＲモジュール６１０－ｂは、ｅＰＨＲイ
ベントトリガモジュール８２５、アップリンクデータプロセッサ８３０、アップリンク制
御シグナリングプロセッサ８３５、ダウンリンク制御プロセッサ８４０、またはｅＰＨＲ
モニタリングモジュール７１５－ａを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互い
と通信状態にあり得る。
【００９６】
　[0104]　ｅＰＨＲイベントトリガモジュール８２５は、図２乃至５を参照して説明され
たように、サービング基地局へのアップリンク通信のためのＵＥのためのパワーヘッドル
ームに少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリ
ガリングイベントが生じたことを決定し得る。
【００９７】
　[0105]　アップリンクデータプロセッサ８３０は、図２乃至５を参照して説明されたよ
うに、ＵＥがサービング基地局へのデータ送信のために割り当てられたアップリンクリソ
ースを有していないことを決定し得る。アップリンクデータプロセッサ８３０はまた、割
り当てられたアップリンクリソースを使用してサービング基地局にデータ送信を送信し得
、そのデータ送信は、パワーヘッドルームを備える。
【００９８】
　[0106]　アップリンク制御シグナリングプロセッサ８３５は、図２乃至５を参照して説
明されたように、アップリンクデータリソースに対する要求を備えるサービング基地局へ
のアップリンクシグナリングを送り得る。いくつかの例では、アップリンクシグナリング
は、スケジューリング要求またはランダムアクセス要求を備える。
【００９９】
　[0107]　ダウンリンク制御シグナリングプロセッサ８４０は、図２乃至５を参照して説
明されたように、サービング基地局へのデータ送信のためのアップリンクリソースの割り
当てを受信し得る。
【０１００】
　[0108]　ｅＰＨＲモニタリングモジュール７１５－ａは、図７を参照して説明されたｅ
ＰＨＲモニタリングモジュール７１５の例であり得る。ｅＰＨＲモニタリングモジュール
７１５－ａは、モニタされたパワーヘッドルームが、図４を参照して説明されたように、
規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調および符号化スキーム、ターゲット信号
対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメント構成のうちの１つまたは複数に少な
くとも部分的に基づいて決定されるｅＰＨであるように、構成され得る。
【０１０１】
　[0109]　図９は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣのためのパワー
ヘッドルーム報告のために構成されたＵＥ１１５を含むシステム９００の図を示す。シス
テム９００は、ＵＥ１１５－ｂを含み得、それは、図１乃至５を参照して説明されたＵＥ
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１１５、または、図６乃至８のワイヤレスデバイス６００、７００、または８００の例で
あり得る。ＵＥ１１５－ｂは、ｅＰＨＲモジュール６１０－ｃを含み得、それは、図６乃
至８を参照して説明されたｅＰＨＲモジュール６１０の例であり得る。ＵＥ１１５－ｂは
また、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信を受信するためのコンポーネント
を含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例えば、ＵＥ
１１５－ｂは、ｅＮＢ１０５－ｂまたはＵＥ１１５－ｃと双方向に通信し得る。
【０１０２】
　[0110]　ＵＥ１１５－ｂはまた、プロセッサ９０５、およびメモリ９１５（ソフトウェ
ア（ＳＷ）を含む）９２０、トランシーバ９３５、および１つまたは複数のアンテナ９４
０を含み得、これらの各々は、（例えば、バス９４５を介して）互いに間接的にまたは直
接通信し得る。トランシーバ９３５は、上述されたように、（１つまたは複数の）アンテ
ナ９４０、または有線あるいは無線のリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと
双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ９３５は、基地局１０５または別のＵＥ１１
５と双方向に通信し得る。トランシーバ９３５は、パケットを変調して、変調されたパケ
ットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ９４０に提供するための、および、（
１つまたは複数の）アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するための、モデムを
含み得る。ＵＥ１１５－ｂは、単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｂはま
た、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能である複数のアンテナ
９４０を有し得る。
【０１０３】
　[0111]　メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行されるとき、プロセッサ９０５に、本書に説
明されるさまざまな機能（例えば、低コストＭＴＣのためのエンハンスドパワーヘッドル
ーム報告など）を行わせる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフト
ウェア／ファームウェアコード９２０を記憶し得る。代替として、ソフトウェア／ファー
ムウェアコード９２０は、プロセッサ９０５によって直接的に実行可能ではない場合もあ
るが、（例えば、コンパイルおよび実行されるとき、）コンピュータに、本書に説明され
る機能を実施させ得る。プロセッサ９０５は、インテリジェントハードウェアデバイス（
例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【０１０４】
　[0112]　図１０は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣのためのパワ
ーヘッドルーム報告のためのワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレ
スデバイス１０００は、図１乃至６を参照して説明された基地局１０５の態様の例であり
得る。ワイヤレスデバイス１０００は、ＢＳ受信機１００５、ＭＴＣマネージャ１０１０
、またはＢＳ送信機１０１５を含み得る。ワイヤレスデバイス１０００はまた、プロセッ
サを含み得る。ＭＴＣマネージャ１０１０はまた、カバレッジエンハンスメントマネージ
ャ１０２０、ＭＴＣスケジューラ１０３０、または、ｅＰＨＲ構成マネージャ１０４０を
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【０１０５】
　[0113]　ＢＳ受信機１００５は、ＭＴＣマネージャ１０１０に、およびワイヤレスデバ
イス１０００の他のコンポーネントに伝えられ得る情報を受信し得る。ＭＴＣマネージャ
１０１０は、図１２を参照して説明された動作を実施し得る。例えば、ＢＳ受信機１００
５は、図２乃至５を参照して説明されたように、ＵＥからパワーヘッドルーム報告（例え
ば、ｅＰＨＲなど）を受信し得る。送信機１０１５は、ワイヤレスデバイス１０００の他
のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。
【０１０６】
　[0114]　カバレッジエンハンスメントマネージャ１０２０は、図２乃至５を参照して説
明されたように、受信されたパワーヘッドルーム報告に少なくとも部分的に基づいてＵＥ
のためのカバレッジエンハンスメントレベルを決定し得る。
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【０１０７】
　[0115]　ＭＴＣスケジューラ１０３０は、図２乃至５を参照して説明されたように、決
定されたカバレッジエンハンスメントレベルに少なくとも部分的に基づいてＵＥにカバレ
ッジエンハンスメント構成を送り得る。いくつかの例では、カバレッジエンハンスメント
構成は、カバレッジエンハンスメントレベルに関連付けられた複数の送信反復を備える。
【０１０８】
　[0116]　ｅＰＨＲ構成マネージャ１０４０は、ｅＰＨＲ領域にしたがってエンハンスド
パワーヘッドルーム報告のためのＵＥを構成し得る。例えば、ｅＰＨＲ構成マネージャは
、カバレッジエンハンスドモードで動作するＵＥに、エンハンスドパワーヘッドルーム報
告構成を送り得、エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、エンハンスドパワーヘッ
ドルームを計算するためのパラメータ、エンハンスドパワーヘッドルーム報告期間、また
は１つまたは複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告領域に関連付けされた１つまた
は複数のしきい値のうちの１つまたは複数を備える。
【０１０９】
　[0117]　図１１は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバイスのた
めのパワーヘッドルーム報告のために構成された基地局１０５を含むシステム１１００の
図を示す。システム１１００は、基地局１０５－ｃを含み得、それは、図１乃至５を参照
して説明された基地局１０５またはワイヤレスデバイス１０００の例であり得る。基地局
１０５－ｃは、ＭＴＣマネージャ１０１０－ａを含み得、それは、図１０を参照して説明
されたＭＴＣマネージャ１０１０の例であり得る。基地局１０５－ｃはまた、通信を送信
するためのコンポーネントおよび通信を送信するためのコンポーネントを含む、双方向音
声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例えば、基地局１０５－ｃは、
ＵＥ１１５－ｄまたはＵＥ１１５－ｅと双方向に通信し得、それらは、ＭＴＣデバイスで
あり得るか、それらを含み得る。
【０１１０】
　[0118]　いくつかの場合では、基地局１０５－ｃは、１つまたは複数の有線のバックホ
ールリンクを有し得る。基地局１０５－ｃは、コアネットワーク１３０－ａに対する有線
のバックホールリンク（例えばＳ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５－
ｃの基地局通信モジュール１１２５はまた、基地局間のバックホールリンク（例えばＸ２
インターフェース）を介して他の基地局１０５、例えば基地局１０５－ｍおよび基地局１
０５－ｎ、と通信し得る。さらに、または代替として、基地局１０５－ｃは、（例えば、
ネットワーク通信モジュール１１３０を介して）コアネットワーク１３０を通じて他の基
地局と通信し得る。基地局１０５の各々は、同じ、または異なるワイヤレス通信技術を使
用してＵＥ１１５と通信し得る。
【０１１１】
　[0119]　基地局１０５－ｃは、プロセッサ１１０５、（ソフトウェア（ＳＷ）１１２０
を含む）メモリ１１１５、トランシーバ１１３５、および（１つまたは複数の）アンテナ
１１４０を含み得、それらは各々、（例えば、バスシステム１１４５を通じて）互いに、
直接または間接的に、通信状態にあり得る。トランシーバ１１３５は、ＵＥ１１５と、（
１つまたは複数の）アンテナ１１４０を介して、双方向で通信するように構成され得、そ
れは、マルチモードデバイスであり得る。トランシーバ１１３５（または基地局１０５－
ｃの他のコンポーネント）はまた、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と、アンテ
ナ１１４０を介して、双方向で通信するように構成され得る。トランシーバ１１３５は、
パケットを変調して、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１１４０に提供するこ
とと、アンテナ１１４０から受信されたパケットを復調することと、を行うように構成さ
れたモデムを含み得る。基地局１０５－ｃは、各々１つまたは複数の関連付けされたアン
テナ１１４０を備えた、複数のトランシーバ１１３５を含み得る。トランシーバは、図１
０の組み合わされた受信機１００５および送信機１０１５の例であり得る。
【０１１２】
　[0120]　メモリ１１１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１１１５はまた、
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実行されるとき、プロセッサ１１０５に、本書に説明されたさまざまな機能（例えば、低
コストＭＴＣデバイスのためのパワーヘッドルーム報告、カバレッジエンハンスメント技
術を選択すること、技術呼処理、データベース管理、メッセージルーティングなど）を実
施させるように構成された命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能なソフ
トウェアコード１１２０を記憶し得る。代替として、ソフトウェア１１２０は、プロセッ
サ１１０５によって直接的に実行可能ではないことがあり得るが、コンピュータに、例え
ば、コンパイルされ、実行されるとき、本書で説明された機能を実施させるように構成さ
れ得る。プロセッサ１１０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、ＣＰ
Ｕ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサ１１０５は、エンコー
ダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、ラジオヘッドコントローラ、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）などのような、さまざまな特別用途のプロセッサを含
み得る。
【０１１３】
　[0121]　基地局通信モジュール１１２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。
いくつかの場合では、通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協調してＵＥ１１５と
の通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。例えば、基地局通
信モジュール１１２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信のようなさまざまな
干渉緩和技術のために、ＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを調整し得る。
【０１１４】
　[0122]　ワイヤレスデバイス６００、７００、８００、１０００のコンポーネントは、
個々にまたは集合的に、ハードウェア中で適用可能な機能のうちのいくつかまたは全てを
実施するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣでインプリメントされ得る。代替と
して、機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって実施され得る。他の例では、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プ
ラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または
別の半カスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当該技術分野において既知の任意の方法
でプログラムされ得る。各ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定用途
向けのプロセッサによって実行されるようにフォーマット化された、メモリにおいて具現
化される命令で、全体的または部分的にインプリメントされ得る。
【０１１５】
　[0123]　図１２は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバイスのた
めのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法１２００を例示するフローチャー
トを示す。方法１２００の動作は、図１乃至５、１０および１１を参照して説明されたよ
うに基地局１０５またはそれのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば
、方法１２００の動作は、図１０または１１を参照して説明されたように、ＭＴＣマネー
ジャ１０１０によって実施され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地局１０５
の機能的エレメントを制御して以下に説明される機能を実施するためにコードのセットを
実行し得る。さらに、または代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して
以下に説明される機能の態様を実施し得る。
【０１１６】
　[0124]　ブロック１２０５において、基地局１０５は、図２乃至５を参照して説明され
たように、ＵＥからパワーヘッドルーム報告を受信し得る。特定の例では、ブロック１２
０５の動作は、図１０を参照して説明されたように受信機１００５によって実施され得る
。
【０１１７】
　[0125]　ブロック１２１０において、基地局１０５は、図２乃至５を参照して説明され
たように、受信されたパワーヘッドルーム報告に少なくとも部分的に基づいてＵＥのため
のカバレッジエンハンスメントレベルを決定し得る。特定の例では、ブロック１２１０の
動作は、図１０を参照して説明されたように、カバレッジエンハンスメントマネージャ１
０２０によって実施され得る。
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【０１１８】
　[0126]　ブロック１２１５において、基地局１０５は、図２乃至５を参照して説明され
たように、決定されたカバレッジエンハンスメントレベルに少なくとも部分的に基づいて
ＵＥにカバレッジエンハンスメント構成を送り得る。特定の例では、ブロック１２１５の
動作は、図１０を参照して説明されたように、ＭＴＣスケジューラ１０３０によって実施
され得る。
【０１１９】
　[0127]　図１３は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバイスのた
めのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法１３００を例示するフローチャー
トを示す。方法１３００の動作は、図１乃至９を参照して説明されたように、ＵＥ１１５
またはそれのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１３００の
動作は、図６至８を参照して説明されたように、ｅＰＨＲモジュール６１０によって実施
され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的エレメントを制御して
以下に説明される機能を実施するためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代
替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を実
施し得る。
【０１２０】
　[0128]　ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を備えるエンハンスドパワーヘッド
ルーム報告構成を、サービング基地局から、受信し得る。特定の例では、ブロック１３０
５の動作は、図７を参照して説明されたように、ｅＰＨＲ構成モジュール７１０によって
実施され得る。
【０１２１】
　[0129]　ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、現在のパワーヘッドルームが複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうち
の、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定し得る。特
定の例では、ブロック１３１０の動作は、図７を参照して説明されたように、ｅＰＨＲモ
ニタリングモジュール７１５によって実施され得る。
【０１２２】
　[0130]　ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、サービング基地局に現在のパワーヘッドルームを報告し得る。特定の例では、ブ
ロック１３１５の動作は、図７を参照して説明されたように、ｅＰＨＲ報告モジュール７
２０によって実施され得る。
【０１２３】
　[0131]　図１４は、本開示のさまざまな態様にしたがって低コストＭＴＣデバイスのた
めのエンハンスドパワーヘッドルーム報告のための方法１４００を例示するフローチャー
トを示す。方法１４００の動作は、図１乃至９を参照して説明されたように、ＵＥ１１５
またはそれのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１４００の
動作は、図６至９を参照して説明されたように、ｅＰＨＲモジュール６１０によって実施
され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的エレメントを制御して
以下に説明される機能を実施するためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代
替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を実
施し得る。方法１４００はまた、図１３の方法１３００の態様を組み込み得る。
【０１２４】
　[0132]　ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、サービング基地局へのアップリンク通信のためのＵＥのためのパワーヘッドルー
ムに少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガ
リングイベントが生じたことを決定し得る。特定の例では、ブロック１４０５の動作は、
図８を参照して説明されたように、ｅＰＨＲイベントトリガモジュール８２５によって実
施され得る。
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【０１２５】
　[0133]　ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、ＵＥがサービング基地局へのデータの送信のために割り当てられたアップリンク
リソースを有していないことを決定し得る。特定の例では、ブロック１４１０の動作は、
図８を参照して説明されたように、アップリンクデータプロセッサ８３０によって実施さ
れ得る。
【０１２６】
　[0134]　ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至５を参照して説明された
ように、アップリンクデータリソースに対する要求を備えるサービング基地局へのアップ
リンクシグナリングを送り得る。特定の例では、ブロック１４１５の動作は、図８を参照
して説明されたように、アップリンク制御シグナリングモジュール８３５によって実施さ
れ得る。
【０１２７】
　[0135]　かくして、方法１２００、１３００、および１４００は、低コストＭＴＣデバ
イスのためにパワーヘッドルーム報告を提供し得る。方法１２００、１３００、および１
４００が、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびステップが、他の
インプリメンテーションが可能になるように再配置またはそうでない場合は修正され得る
ことに留意されたい。いくつかの例では、方法１２００、１３００、および１４００のう
ちの２つ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１２８】
　[0136]　本書における説明は、例を提供しており、特許請求の範囲に記載されている範
囲、適用可能性、または例を限定してはいない。論述されるエレメントの機能および配置
の変更が、本開示の範囲から逸脱することなく、為され得る。さまざまな例は、適宜、さ
まざまなプロシージャまたはコンポーネントを省略、代用、あるいは追加し得る。また、
いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合され得る。
【０１２９】
　[0137]　本書で説明される技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムのようなさまざまなワイヤレス通信システムに対して使
用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、交換可能に使用される
ことが多い。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（
ＵＴＲＡ）などのような無線技術をインプリメントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース
０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００ １Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（
ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ
（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））
およびＣＤＭＡの他の変形物を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信のためのグロー
バルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤ
ＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）
、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術をイン
プリメントし得る。ＵＴＲＡおよびＥ-ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信シス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およ
びＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新し
いリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ-ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ-Ａ、およびＧＳ
Ｍは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の組織による
文書で説明されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織による文書で説明されている。本書で
説明された技術は、上述されたシステムおよび無線技術、ならびに、アンライセンスの、
および／または共有の帯域幅上でセルラ式の（例えば、ＬＴＥ）通信を含む、他のシステ
ムおよび無線技術に対して使用され得る。上記の説明は、しかしながら、実例を目的とし
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てＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムを説明しており、ＬＴＥの専門用語が上記の説明の大部分
中で使用されているが、本技法は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアプリケーションを超えて適用可
能である。
【０１３０】
　[0138]　添付された図面に関連して上述された詳細な説明は、例を説明しており、イン
プリメントされ得るまたは特許請求の範囲の範囲内にある例のみを表してはいない。「例
（example）」、「例としての（exemplary）」という用語は、本説明中で使用されるとき
、「例、事例、または例示としての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「
他の例に対して有利である」ことを意味しない。詳細な説明は、説明された技術の理解を
提供する目的で具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技術は、これらの具体的な
詳細なしに実現され得る。いくつかの例では、良く知られている構造および装置は、説明
された例の概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示される。
【０１３１】
　[0139]　情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうちの任意のものを使用し
て表わされ得る。例えば、上記の説明全体を通して参照され得る、データ、命令、コマン
ド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または
磁気粒子、光場または光粒子、もしくはこれらの任意の組み合わせによって表わされ得る
。
【０１３２】
　[0140]　本書での開示を参照して説明されたさまざまな例示的なブロックおよびコンポ
ーネントは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散
ハードウェアコンポーネント、あるいは本書で説明された機能を実施するように設計され
たそれらの任意の組み合わせを用いてインプリメントまたは実施され得る。汎用プロセッ
サは、マイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロ
セッサはまた、計算デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの
組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイク
ロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成としてインプリメントされ得る。
【０１３３】
　[0141]　本書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせでインプリメントされ得る
。プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、機能は、コ
ンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信され
得る。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付された特許請求の範囲
の範囲および精神内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記に説明された機能
は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ドワイヤリング、またはこれらのいずれかの組み合わせを使用してインプリメントされる
ことができる。機能をインプリメントする特徴はまた、さまざまな位置において物理的に
配置され得、それは、機能の一部が異なる物理的な位置においてインプリメントされるよ
うに分配されることを含む。請求項を含む本書で使用される場合、「および／または」と
いう用語は、２つ以上の項目からなるリストで使用されるとき、リストされた項目のうち
のいずれか１つが単独で採用されることができること、または、リストされた項目のうち
の２つ以上からなる任意の組み合わせが採用されることができることを意味する。例えば
、ある構成が、コンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして説明されてい
る場合、この構成は、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わ
せ、ＢとＣの組み合わせ、またはＡとＢとＣの組み合わせを含むことができる。また、請
求項を含めて、本書で使用される場合、項目のリスト（例えば、「のうちの少なくとも１
つ」または「のうちの１つまたは複数」のようなフレーズで始まる項目のリスト）におい
て使用されるような「または（or）」は、例えば「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも
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１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、ま
たはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような離接的なリスト（disjun
ctive list）を示す。
【０１３４】
　[0142]　コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体との
両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセス
されることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメ
モリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁
気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手段を
伝達または記憶するために使用されることができ、汎用または特殊用途コンピュータ、も
しくは汎用または特殊用途プロセッサによってアクセスされることができる任意の他の非
一時的な媒体を備えることができる。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒
体と称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよう
なワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送
信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤
外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、本書で使用される場合、コンパクトディスク（
ＣＤ）（disc）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタ
ル多用途ディスク（ＤＶＤ）（disc）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）および
Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常
、磁気的にデータを再生し、その一方でディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
。
【０１３５】
　[0143]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対するさまざまな修正は、当業者にとって容易に明らかとな
り、本書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱しないで他の変形に適用さ
れ得る。かくして、本開示は、本書に説明された例および設計に限定されるべきではなく
、本書に開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲が付与されるべきで
ある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成を、サービング基地局から、受信することと、
　現在のパワーヘッドルームが前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの
、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定することと、
　前記サービング基地局に前記現在のパワーヘッドルームを報告することと、を備える、
方法。
[Ｃ２]　前記現在のパワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット
変調および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハン
スメント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハン
スドパワーヘッドルームを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え、
前記複数の構成グループの各々は、前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のう
ちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記複数の構成グループは、異なるタイマー、異なるエンハンスドパワーヘッド
ルーム報告トリガしきい値、異なる報告期間、およびエンハンスドパワーヘッドルーム報
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告のためのイネーブルインジケータのうちの少なくとも１つを有する構成グループを備え
る、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成のうちの少なくとも１つに
少なくとも部分的に基づいて前記複数の構成グループのうちの少なくとも１つのためのエ
ンハンスドパワーヘッドルーム報告を無効にすることをさらに備える、Ｃ３に記載の方法
。
[Ｃ６]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、前記複数のエンハンスドパワ
ーヘッドルーム領域のうちの少なくとも１つに関わる測定パスロスの変化に関連付けられ
たパワーヘッドルーム報告トリガを無効にする、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成に少なくとも部分的に基づいてエ
ンハンスドパワーヘッドルーム領域内のパワーヘッドルーム報告を無効にすることをさら
に備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　サービング基地局へのアップリンク通信のための前記ＵＥのためのパワーヘッドルーム
に少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガリ
ングイベントが生じたことを決定することと、
　前記ＵＥが前記サービング基地局へのデータの送信のために割り当てられたアップリン
クリソースを有していないことを決定することと、
　アップリンクデータリソースに対する要求を備える前記サービング基地局へのアップリ
ンクシグナリングを送ることと、を備える、方法。
[Ｃ９]　前記サービング基地局へのデータ送信のためにアップリンクリソースの割り当て
を受信することと、
　アップリンクリソースの前記割り当てを使用して前記サービング基地局に前記データ送
信を送信することと、をさらに備え、ここにおいて、前記データ送信は、前記パワーヘッ
ドルームを備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記データ送信を送信することは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ制御エ
レメントを使用してエンハンスドパワーヘッドルーム報告を送信することをさらに備える
、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記データ送信を送信することに少なくとも部分的に基づいてエンハンスドパ
ワーヘッドルーム報告に関連付けられた少なくとも１つのタイマーをリセットすることを
、さらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記パワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調
および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメ
ント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハンスド
パワーヘッドルームを備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記トリガリングイベントは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおいて生
じる、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１４]　エンハンスドパワーヘッドルーム報告のための前記トリガリングイベントは、
測定パスロスの変化、パワーヘッドルーム報告の構成、パワーヘッドルーム報告の再構成
、セル再構成、タイマーの終了、またはそれらの組み合わせを備える、Ｃ８に記載の方法
。
[Ｃ１５]　アップリンクデータリソースに対する前記要求は、スケジューリング要求（Ｓ
Ｒ）、ランダムアクセスメッセージ、またはそれらの組み合わせを備える、Ｃ８に記載の
方法。
[Ｃ１６]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域を規定するエンハンスドパワーヘッドルー
ム報告構成を、サービング基地局から、受信するための手段と、
　現在のパワーヘッドルームが前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域のうちの
、先のパワーヘッドルームとは異なる１つに関連付けられていることを決定するための手
段と、
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　前記サービング基地局に前記現在のパワーヘッドルームを報告するための手段と、を備
える、装置。
[Ｃ１７]　前記現在のパワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲッ
ト変調および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハ
ンスメント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハ
ンスドパワーヘッドルームを備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、複数の構成グループを備え
、前記複数の構成グループの各々は、前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム領域の
うちの１つまたは複数を備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記複数の構成グループは、異なるタイマー、異なるエンハンスドパワーヘッ
ドルーム報告トリガしきい値、異なる報告期間、およびエンハンスドパワーヘッドルーム
報告のためのイネーブルインジケータのうちの少なくとも１つを有する構成グループを備
える、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記複数のエンハンスドパワーヘッドルーム報告構成のうちの少なくとも１つ
に少なくとも部分的に基づいて前記複数の構成グループのうちの少なくとも１つのための
エンハンスドパワーヘッドルーム報告を無効にするための手段をさらに備える、Ｃ１８に
記載の装置。
[Ｃ２１]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成は、前記複数のエンハンスドパ
ワーヘッドルーム領域のうちの少なくとも１つに関わる測定パスロスの変化に関連付けら
れたパワーヘッドルーム報告トリガを無効にする、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記エンハンスドパワーヘッドルーム報告構成に少なくとも部分的に基づいて
エンハンスドパワーヘッドルーム領域内のパワーヘッドルーム報告を無効にするための手
段をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ２３]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　サービング基地局へのアップリンク通信のための前記ＵＥのためのパワーヘッドルーム
に少なくとも部分的に基づいて、エンハンスドパワーヘッドルーム報告のためのトリガリ
ングイベントが生じたことを決定するための手段と、
　前記ＵＥが前記サービング基地局へのデータの送信のために割り当てられたアップリン
クリソースを有していないことを決定するための手段と、
　アップリンクデータリソースに対する要求を備える前記サービング基地局へのアップリ
ンクシグナリングを送るための手段と、を備える、装置。
[Ｃ２４]　前記サービング基地局へのデータ送信のためにアップリンクリソースの割り当
てを受信するための手段と、
　アップリンクリソースの前記割り当てを使用して前記サービング基地局に前記データ送
信を送信するための手段と、をさらに備え、ここにおいて、前記データ送信は、前記パワ
ーヘッドルームを備える、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記データ送信を送信するための前記手段は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レ
イヤ制御エレメントを使用してエンハンスドパワーヘッドルーム報告を送信するように動
作可能である、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記データ送信を送信することに少なくとも部分的に基づいてエンハンスドパ
ワーヘッドルーム報告に関連付けられた少なくとも１つのタイマーをリセットするための
手段を、さらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記パワーヘッドルームは、規定数のアップリンクリソース、ターゲット変調
および符号化スキーム、ターゲット信号対雑音比、または現在のカバレッジエンハンスメ
ント構成のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定されるエンハンスド
パワーヘッドルームを備える、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記トリガリングイベントは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおいて生
じる、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２９]　エンハンスドパワーヘッドルーム報告のための前記トリガリングイベントは、
測定パスロスの変化、パワーヘッドルーム報告の構成、パワーヘッドルーム報告の再構成
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、セル再構成、タイマーの終了、またはそれらの組み合わせを備える、Ｃ２３に記載の装
置。
[Ｃ３０]　アップリンクデータリソースに対する前記要求は、スケジューリング要求（Ｓ
Ｒ）、ランダムアクセスメッセージ、またはそれらの組み合わせを備える、Ｃ２３に記載
の装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図１３】 【図１４】
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